




 

監 査 報 告 書 

学校法人 白頭学院 

理事長 金 聖 大 貴下  

                2011 年 5 月 26 日 

                 学校法人 白頭学院 

             監事  張 成秋  印 

             監事  金 信基  印 

 

私たち、学校法人白頭学院の監事は同学院の 2010 年度(2010 年４月

から 2011 年 3 月 31 日まで)の決算書（資金収支計算書・消費収支計

算書・貸借対照表及び附属明細書）に関して監査を行なった。  

その結果、上記決算書は 学校法人会計基準に準じて学校法人 白

頭学院の 2011 年 3 月 31 日現在の財産状態・会計年度の経営状態             

が適正に表示されていると認定した。又、理事の業務執行状況に関

して不正行為または法令・寄附行為に違反の無いことを確認した。 

以上 



                                          資金収支計算書
                                      平成22年４月１日から平成23年３月３１日まで

                （単位　円）
収入の部                 （単位　円）

科         目 決    算 支出の部
学生生徒等納付金収入 97931900 科　　　　目 決　　　　算
手数料収入 1900600 人件費支出 304923160
寄付金収入 135098383 教育研究経費支出 85895026
補助金収入 192895900 管理経費支出 27460604
資産運用収入 4941697 借入金等利息支出 673465
事業収入 23327774 借入金等返済支出 55770000
雑収入 5076585 施設関係支出 722400
借入金等収入 53300000 設備関係支出 3809788
前受金収入 20023540 資産運用支出 5000000
その他の収入 130321964 その他の支出 132903924
資金収入調整勘定 △ 24293840 [予備費] 0
前年度繰越支払資金 58892141 次年度繰越支払資金 90279445
収入の部合計 699416644 支出の部合計 699416644



                                                    資金収支内訳表
                                                      平成22年４月１日から平成23年３月３１日まで

     （単位　円）
収入の部
科目　　　　　　　　　　　　　部門 学校法人 高等学校 中学校 小学校 幼稚園 総額
学生生徒等納付金収入 0 40276200 32123000 23515000 2017700 97931900
手数料収入 0 842100 799900 179600 79000 1900600
寄付金収入 6806822 30040892 49471244 28920715 19858710 135098383
補助金収入 0 75401600 46140000 56006000 15348300 192895900
資産運用収入 541697 500000 2000000 1100000 800000 4941697
資産売却収入 0 0 0 0 0 0
事業収入 0 0 9288500 12148012 1891262 23327774
雑収入 1490 2774550 1946826 3544 350175 5076585
借入金等収入 0 12700000 15600000 15000000 10000000 53300000

計 7350009 162535342 157369470 136872871 50345147 514472839

     （単位　円）
支出の部
科目                             部門 学校法人 高等学校 中学校 小学校 幼稚園 総額
教育研究経費支出 0 24750492 30633546 23598496 6912492 85895026
管理経費支出 1777299 9869294 8015454 7203303 595254 27460604
借入金等利息支出 0 148349 200208 197599 127309 673465
借入金等返済支出 0 13754560 16023020 15763400 10229020 55770000
施設関係支出 0 0 577500 144900 0 722400
設備関係支出 0 1613642 1092986 279880 823280 3809788

計 1777299 152006366 152527473 125100569 47842736 479254443



                                消費収支計算書
                 平成22年４月１日から平成23年３月３１日まで

消費収入の部 （単位：　　円）
科         目 決     算

学生生徒等納付金 97931900
手数料 1900600
寄付金 135098383
補助金 192895900
資産運用収入 4941697
事業収入 23327774
雑収入 6227685
消費収入の部合計 455601539

消費支出の部
科         目 決     算

人件費 304398956
教育研究経費 91252124
管理経費 54570645
借入金等利息 673465
消費支出の部合計 450895235



                                                   消費収支内訳表
                                                       平成22年４月１日から平成23年３月３１日まで

     （単位　円）
消費収入の部
科目                            部門 学校法人 高等学校 中学校 小学校 幼稚園 総額

学生生徒等納付金 0 40276200 32123000 23515000 2017700 97931900
手数料 0 842100 799900 179600 79000 1900600
寄付金 6806822 30040892 49471244 28920715 19858710 135098383
補助金 0 75401600 46140000 56006000 15348300 192895900
資産運用収入 541697 500000 2000000 1100000 800000 4941697
事業収入 0 0 9288500 12148012 1891262 23327774
雑収入 1490 3150025 2114551 431344 530275 6227685
帰属収入合計 7350009 150210817 141937195 122300671 40525247 462323939
基本金組入額合計 0 △ 2400000 △ 2377500 △ 1344900 △ 600000 △ 6722400
消費収入の部合計 7350009 147810817 139559695 120955771 39925247 455601539

消費支出の部
科目                        部門 学校法人 高等学校 中学校 小学校 幼稚園 総額

人件費 0 101,814,929 95,690,405 77,912,991 28,980,631 304,398,956
教育研究経費 0 26,481,491 32,050,695 25,067,771 7,652,167 91,252,124
管理経費 1777299 25951984 14510508 10344946 1985908 54570645
借入金等利息 0 148349 200208 197599 127309 673465
資産処分差額 0 23 14 8 0 45
徴収不能額 0 0 0 0 0 0

消費支出の部合計 1777299 154396776 142451830 113523315 38746015 450895235



                                         平成23年３月３１日現在

資産の部
科         目

固定資産 2114861758
流動資産 95912526
資産の部合計 2210774284

負債の部
科         目

固定負債 49717300
流動負債 70108102
負債の部合計 119825402

基本金の部
科         目

第１号基本金 2452320056
第３号基本金 519500000
第４号基本金 32000000
基本金の部合計 3003820056

消費収支差額の部
科         目

翌年度繰越消費支出超過額 △ 912871174
消費収支差額の部合計 △ 912871174

科         目
負債の部・基本金の部
及び消費収支差額の部合計 2210774284

貸借対照表



財　産　目　録

学校法人　白頭学院
　　　　　　　　　　平成23年3月31日現在

　　　（単位：円）
科　目 金　額 科　目 金　額

基本財産 2114861758 負債 49717300
流動財産 95912526 流動負債 70108102
資産合計 2210774284 負債合計 119825402



＜2010 年度 小学校の重点目標＞ 

１）（民族的なもの）  

○自分の民族に誇りを持てる心を育てる。 

 

２）（学習面） 

○指導要領改訂に基づき、子ども達の学習状況に合わせた学習計画を設定し、 

一人ひとりに合わせた学力向上・韓国語の実力向上をめざす。 

○授業の際に、積極的に視聴覚機器を活用する。 

   ○家庭学習(宿題など)の定着のため、家庭との協力を円滑に行う。 

 

３）（人権的なもの） 

○ 人権教育を推進し、子ども達の心身の成長と社会状況に合わせた 

カリキュラムを作成、実行する。 

 

４）（学校生活） 

○進んで努力する子、はきはき元気な子、互いに助け励まし合う子どもを育てる。 

   ○皆が共に、気持ちの良い学校生活を送れるようマナー向上をはかる。 

   ○子ども達が過ごしやすく、一人ひとりが活躍できる学校作りを目指す。 

   ○保護者との連携を深め、連絡を蜜に行う。 

 

５）（小学校独自なもの） 

○授業公開・参観・行事を通して、学校公開をすすめ、開かれた学校をめざす。 

  ○子ども達の発達状況に合わせて、性教育を推進し、一人ひとりの命を尊重し 

   違いを認め合える心を育てる。 



＜２０１０年度学校評価・改善方策＞ 
 
 （全般） 

・情報提供について、学校からの通知書が保護者の手元にきちんと届くように配布時

の確認を再度、徹底する。 
・学校の教育方針について詳しく説明する場を機会のあるごとに設ける。 

 （学習） 
・児童のアンケートからもわかるように、学年が上がるに従って、授業や学習が楽し

くないと感じる子どもたちが増えてきていることへの対応として、教師が一丸とな

って、授業の工夫・研究を続ける。 
 （安全） 

・学校施設面では、例年同様に、満足する回答が得られていない。財政的な問題もあ

るが、できるところから改善を目指す。 
 （人権） 

・福祉人権授業も 3 年目に入り、定着した感じがするが、9～10 月の取り組みのみで終

わってしまうのでなく、一年を通じて「人権を尊重する」強い立場で臨み続けてい

く。 
 （民族） 

・本校の根幹である民族教育に関しては、毎年同様に高い評価を頂き、これを励みに

民族学校の使命を再認識し、更なる民族教育の発展に努める。 
 （生活指導） 

・あいさつをきちんとする生活態度や、きまりを守る姿勢などが身についていると感

じ、評価をいただいていることがわかる。今後も家庭と協力しながら、いつでも、

どこでも建国生として礼儀正しい行動ができるように指導していく。 
 （保護者との連携） 

・学校と保護者との連絡を密にし、更なる教育情報の提供や、いじめ等の人権侵害が

あったときの誠意ある対応に努める。また、迅速な対応のためにも、PTA 意見箱な

どの設置も検討していく。 



                              ２０１０年度 建国小学校 学校関係者評価 
 

                                                                             実施日：２０１１年３月１２日 

                                                                             場所：建国小学校会議

室  

                                                                       建国小学校関係者評価委

員会 

                                  (PTA会長、副会長2名、保護者1名、教頭、教務主任=

計6名） 

 

      

     児童・保護者ともに、昨年度と大きな差異がない評価結果になっている。 

学校生活を９０％前後の子どもたちが楽しいと感じていることは、友だちや先生と

の関係が良好であるといえるし、学校と保護者との連携にも大きな問題はないと

いえる。 

ただ少数であるとはいえ、学校生活に不安があると答えている子どもたちもいる

ことを受け止めて、さらなる充実をはかってほしい。 

民族学校として重要な要素である、民族教育に関しては、言葉や歴史・文化や民

族的な行事の授業を通じて、子どもたちも保護者もほぼ満足していると答えてい

ることは、評価できる。 

学習面では、高学年になると学習内容がむずかしくなり、自分の考えをまとめて

発表することへの苦手意識がみられる。視聴覚教材や、体験授業等の取り組み

を充実させて、学力向上に努めてほしい。また、人権教育を充実させ、人や生き

物への思いやり・相手の立場でものを考えられる子どもになるように、より積極的

に取り組んでいってほしい。 

今後の大きな課題のひとつが学校の施設・設備の充実といえる。子どもの安全

管理にも関わることなので、早急に検討してほしい。 

最後に、いくつかの設問が子どもにわかりにくい表現があるので、次年度から改

善してほしい。 

今後とも、学校が保護者との連絡を密にして、安全で楽しい学校づくりをすすめ

ていくことに期待をしている。 

 
 

 

 

 

 

 

 



　2010年度　　　　建国小学校　　　　学校評価アンケート（低学年）　　結果
 実施：2011.2.1-7. 　　　児童数（79名）          

　※回答全体を100としています。100%に満たないものは一部に無回答があったためです。

A=매우 그렇습니다　  B=그렇습니다   　 C=그렇지 않습니다   　   D=전혀 그렇지 않습니다.

A－よくあてはまる   　B－ややあてはまる   C－あまりあてはまらない　　D－まったくあてはまらない  

A B C D
　 　  학교에 가는 것이,  즐겁다

（１）学校へいくのが、たのしい 70% 22% 8% 0%

선생님은,  이야기를 잘 들어 준다

（２）先生は、はなしをよくきいてくれる 69% 28% 3% 0%

      수업은,  알기 쉽고 즐겁다

（３）じゅぎょうは、わかりやすくたのしい 65% 25% 6% 4%

     수업에서는,  실험·관찰·체험 등의 시간이 많이 있다

（４）じゅぎょうでは、実験・観察・体験などの時間がたくさんある 35% 38% 24% 3%

     수업중에 잘 발표한다

（５）じゅぎょう中によくはっぴょうする　 28% 37% 34% 1%

     선생님은 알기 쉽게 가르쳐 준다

（６）先生は、わかりやすく教えてくれる 82% 14% 1% 3%

      교장 선생님의 이야기는,  유익하고 알기 쉽다

（７）校長先生のおはなしは、ためになり、よくわかる 42% 34% 19% 5%

　 　   선생님은,  모두를 소중히 여겨 준다

（８）先生は、みんなのことを　たいせつにしてくれる 94% 5% 1% 0%

　 　   곤란한 일이 있으면,  선생님에게 이야기할 수 있다

（９）こまったことがあると、先生にはなすことができる 58% 30% 6% 5%

　 　  소풍이나 운동회 등의 학교 행사는 즐겁다

（１０）えんそくやうんどうかいなどの学校ぎょうじは、たのしい 89% 9% 1% 1%

　 　   가까운 학교와 교류하고 있다

（１１）ちかくの学校とこうりゅうしている　 35% 33% 20% 11%

학교에서 지진이나 화재가 일어났을 때에 어떻게 하면 좋은지 배우고 있다

（１２）学校で、じしんやかじなどがおこったときに、どうしたらよいか、教えてもらっている 71% 23% 3% 3%

      교실 · 특별 교실 · 운동장 등은 수업이나 생활하기 좋게 정비되어 있다

（１３）教室・とくべつ教室・うんどう場などは、じゅぎょうや生活がしやすいようにせいびされている 68% 27% 5% 0%

　 　    비디오 · 슬라이드 등의 시청각 기기나 컴퓨터 등을 사용하고 있다

（１４）ビデオ・スライドなどのしちょうかくききやコンピュータなどをつかっている 34% 35% 24% 6%

　 　   국어 학습이나,  민족적인 행사(설날 등)는 즐겁다

（１５）国語（クゴ）の学習や、みんぞくてきなぎょうじ（ソルラルなど）は楽しい 61% 33% 5% 1%

（低学年） 

◎児童の意見を受けて 

・ 全項目を通じて、子どもたちが楽しく安心して、学校に通っている様子がわかります。 

・ 避難訓練や防犯教室等の行事を通して、災害時等の安全に対する知識も子どもたちに周知されていることがわ

かります。 

・ 韓国語（ウリマル）の学習や民族的な行事にも、楽しく参加しているようです。 

・ 今後さらに、PC等の視聴覚教材の可能な範囲での整備と、これらをつかった授業研究をすすめていきたいと思い

ます。 

・ 子ども達のアンケート回答の様子とアンケート結果から、理解しにくい設問内容については、よりわかりやすい言

葉に変更する必要性を感じました。よりわかりやすい、また焦点を絞った設問にすることにより、アンケート結果から、

改善しなければならないことが、的確にわかるようになると予測されます。 

（例：設問14の「スライド」→「パソコン・プロジェクター・DVD」） 

これからも、子どもたちがより一層過ごしやすく、ひとり一人が活躍できる学校作りを目指していきます。 



　2010年度　　　建国小学校　　　　　学校評価アンケート  （高学年）　　結果
 　　　　　　　　　　　　　　　　実施：2011.2.1-7.　　　児童数（81名）
　※回答全体を100としています。100%に満たないものは一部に無回答があったためです。

A=매우 그렇습니다　  B=그렇습니다   　 C=그렇지 않습니다   　   D=전혀 그렇지 않습니다.
A－よくあてはまる   　　B－ややあてはまる  　 C－あまりあてはまらない　　　D－まったくあてはまらない  

A B C D
학교에 가는 것이 즐겁다

（１）学校へ行くのが楽しい 48% 38% 9% 5%
이 학교에는,  다른 학교에 없는 좋은 면이 있다

（２）この学校には、他の学校にない良い面がある 47% 43% 5% 5%
　    선생님은,  아이의 의견을 잘 들어 준다

（３）先生は、子どもの意見をよく聞いてくれる 51% 31% 16% 2%
　     수업은,  알기 쉽고 즐겁다

（４）授業は、わかりやすく楽しい 30% 47% 19% 4%
       수업에서는,  실험·관찰·체험등의 시간이 있다

（５）授業では、実験・観察・体験などの時間がある 55% 35% 9% 1%
        수업에서 자신의 생각을 정리하거나 발표하고 있다

（６）授業で自分の考えをまとめたり、発表したりしている　 16% 37% 35% 12%
　 　 　 선생님은 알기 쉽게 가르쳐 준다

（７）先生は、わかりやすく教えてくれる 54% 30% 15% 1%
학습의 기록( 통지표) 은,  테스트의 점수 뿐만이 아니라,   노력한 것이나

수업에 임하는 태도 등을 포함해 평가되고 있다

（８）学習の記録（通知票）は、テストの点数だけでなく、努力したことや

      授業に取り組む態度などを含めて評価されている　　　　　　　 51% 35% 12% 2%
　 　 　 교장 선생님의 이야기는,  유익하고 알기 쉽다

（９）校長先生の話は、ためになりよくわかる 9% 41% 33% 17%
　 　 　 학교 생활중에 선생님의 지도는 납득할 수 있다

（１０）学校生活の中で先生の指導に納得できる 32% 47% 11% 7%
　 　 　 선생님은,  고민이나 상담에 자기 일  같이 성실하게 대답해 준다

（１１）先生は、悩みや相談に親身になってこたえてくれる 47% 28% 17% 7%
　 　    선생님은,  클래스의 문제를 빠뜨리지 않고 대응해 준다

（１２）先生は、クラスの問題を見逃さず対応してくれる 37% 41% 20% 2%
　 　 　  성적등의 내용에 대해서 프라이버시를 지켜주고 있다

（１３）成績などの内容についてプライバシーが守られている 57% 27% 11% 5%
            학교 행사는, 모두가  즐겁게  실시할  수  있도록  짜여져 있다

（１４）学校行事は、みんなが楽しく行えるように工夫している 49% 35% 10% 6%
　 　 　 아동회 활동에,  관심을 가지고 적극적으로 참가하고 있다

（１５）児童会活動に、関心を持って積極的に参加している 31% 39% 16% 14%
　 　 　  클럽 활동에,  적극적으로 임하고 있다

（１６）クラブ活動に、積極的に取り組んでいる　 67% 25% 6% 2%
　 　    환경,  국제 이해,  복지 자원봉사등의 새로운 과제에 대해 학습할 기회가 있다

（１７）環境、国際理解、福祉ボランティア等の新しい課題について学習する機会がある 36% 37% 21% 5%
　          수업이나 클럽 활동을 통해 근린의 학교와의 교류의 기회가 있다

（１８）授業やクラブ活動を通して近隣の学校との交流の機会がある 36% 41% 14% 9%
             선생님은 서로 서로 잘 협력하고 있다

（１９）先生は、お互いによく協力し合っている 55% 31% 10% 4%
            선생님은, 책임을 가지고 수업이나 그 외의 일에 임하고 있다

（２０）先生は、責任を持って授業やその他の仕事に当たっている 59% 32% 4% 2%
        학교에서, 지진이나 화재등의 재해가 일어났을 경우, 어떠한 행동을 취하면

           좋은가 구체적으로 알려 주고 있다

（２１）学校で、地震や火災などの災害が起こった場合、

　　　どのような行動をとればよいか具体的に知らされている 65% 27% 6% 1%
              교실·특별 교실·운동장 등은, 수업이나 생활하기 좋게 정비되어 있다

（２２）教室・特別教室・運動場などは、授業や生活がしやすいように整備されている 33% 49% 12% 5%
              수업에서  비디오·슬라이드등의 시청각 기기나 컴퓨터 등을 사용하고 있다

（２３）授業でビデオ・スライドなどの視聴覚機器やコンピュータなどを使っている 33% 38% 20% 9%
             민족의 말, 역사 등 재일한국인에 대해서　필요한 학습을 할 수 있다

（２４）民族の言葉、歴史など在日にとって必要な学習ができる 61% 30% 4% 5%

（高学年） 

◎児童の意見を受けて 

・ 全体的に、多くの子どもたちは、楽しく安心して、学校に通っていると言えますが、学年が上がり、学習量が増え、学

習内容が難しくなるに従って、「授業がしんどい、難しい」と感じる子どもが増えているとも言えます。全ての授業に対し

て、子どもが楽しいと感じ、進んで学習できるように工夫と研究をすすめる必要があります。また、知識伝達的な（いわ

ゆる教師が教授するだけの一方通行的な）授業に偏ることなく、子どもたちが、積極的に発表し、活動できる授業を目

指したいと思います。 

・ 韓国語や韓国の歴史、韓国舞踊、人権の授業等を通じて、建国が民族学校として、子どもたちのアイデンティティの

形成に十分な役割を果たしていることがわかります。 

・ 低学年と同様、子どもたちの理解しにくい設問については、より具体的な言葉に変更する必要性を感じました。体験

や行事に基づいた設問にすることにより、アンケート結果から、改善しなければならないことが、的確にわかるようにな

ると予測されます。 

（例：設問17の「環境、国際理解、福祉ボランティア」→「福祉人権授業で身体障がい者、知的障がい者、高齢者」） 

これからも、子どもたちがより一層過ごしやすく、ひとり一人が活躍できる学校作りを目指していきます。 



2010年度　建国小学校　学校評価アンケート・保護者及び　教師による達成度自己評価の結果　

　　　　　　　　　　実施：2011.2.1-7.　　保護者アンケート回収率80%

　※回答全体を100としています。100%に満たないものは一部に無回答があったためです。

A=매우 그렇습니다　 B=그렇습니다   　C=그렇지 않습니다   　  D=전혀 그렇지 않습니다.

A－よくあてはまる   　B－ややあてはまる   C－あまりあてはまらない　　D－まったくあてはまらない  

保　　　　　護　　　　　者
A B C D

全般 학교 지도 방침을 잘 이해하고 있다

1 学校は教育方針をわかりやすく伝えている　  29% 59% 12% 0%
학교는 교육 정보의 수집이나 제공에 노력을 하고 있다

2 学校は教育情報の収集や提供の努力をしている 19% 57% 23% 0%
学習 수업은 알기 쉽고, 즐거운 것 같다

3 授業はわかりやすく、楽しいようだ　 43% 46% 9% 2%
아이는 가정학습의 습관이 몸에 배어 있다

4 子どもは家庭学習の習慣が身についている 27% 52% 18% 3%
학교는 학생들의 학력 향상에 힘 쓰고 있다

5 学校は子どもの学力向上に力を入れている 33% 51% 14% 2%
安全 학교의 시설·설비는 학습 환경의 면에서 거의 만족할 수 있다

6 学校の施設・設備は学習環境の面でほぼ満足できる　 8% 42% 46% 4%
학교는 학생들의 안전관리나 안전지도에 힘을 쓰고 있다

7 学校は子どもの安全管理・安全指導に力を入れている 32% 56% 12% 0%
学校生活 아이는 자신의 클래스가 즐겁다고 한다

8 子どもは自分のクラスが楽しいと言っている 54% 37% 8% 1%
학교의 분위기가 좋고, 아이가 활발하게 생활하고 있다

9 学校の雰囲気がよく、子どもが生き生きしている 50% 41% 7% 2%
선생님은 아이의 좋은 면을 봐 준다

10 先生は子どもの良いところをみてくれる 54% 41% 4% 1%
人権 학교는 모든 교육 활동에 대해서, 아이의 인권을 존중하는 자세로 지도에 임하고 있다

11 学校は全ての教育活動において、子どもの人権を尊重する姿勢で指導に当たっている 30% 64% 6% 0%
집단 괴롭힘등의 인권침해를 허락하지 않는다고 하는 학교의 자세가 충분히 전해지고 있다

12 いじめなどの人権侵害を許さないという学校の姿勢が十分伝わる 22% 62% 14% 1%
인권에 관한 수업에 힘을 쓰고 있다

13 人権に関する授業に力を入れている 20% 64% 16% 0%
民族 민족적인 학습이나 행사를 통해서, 민족 교육에 충실하게 힘을 쓰고 있다

14 民族的な学習や行事を通して、民族教育の充実に力を入れている 60% 38% 2% 0%
生活指導 공중 도덕이나 학교의 규칙 등, 적절한 지도를 하고 있다

15 公共のマナーや学校のきまりなど、適切な指導をしている 38% 54% 8% 0%
保護者 학교는 보호자의 상담에 적절히 응하고 있다
との 16 学校は保護者の相談に適切に応じてくれる　 43% 51% 5% 0%
連携

아이의 학교 생활에 문제가 생겼을 때에 신속·적절하게 행동하고 있다

17 子どもの学校生活に問題が生じたときに迅速・的確に行動している 33% 57% 9% 1%
학교는 가정에의 연락이나 의사소통을 적극적으로 치밀하게 하고 있다

18 学校は家庭への連絡や意志疎通を積極的にきめ細かく行っている 28% 57% 15% 0%

 全般：情報提供について、学校からの通知書が保護者の手元にきちんと届くように配布時の確認を再度、徹底することと、  

     学校の教育方針について詳しく説明する場を機会のあるごとに設ける必要性を感じました。 

 学習：昨年度の結果と比較すると、項目により、若干のアップダウンはあるものの、概ね良い評価を得ています。ただ、児 

     童のアンケートからもわかるように、学年が上がるに従って、授業や学習が楽しくないと感じる子どもたちが増えてき 

     ていることへの対応として、教師が一丸となって、授業の工夫・研究を続けます。 

 安全：学校施設面では、例年同様に、満足する回答が得られていません。財政的な問題もありますが、できるところから、 

     改善を目指していきます。 

 学校生活：子どもたちの様子を通じて、子どもたちが楽しい学校生活を送っていると評価していただいていることがわかりま 

        す。 

 人権：福祉人権授業も3年目に入り、定着した感じがしますが、9～10月の取り組みのみで終わってしまうのでなく、一年を 

     通じて「人権を尊重する」強い立場で臨み続けていきたいです。 

 民族：本校の根幹である民族教育に関しては、毎年同様に高い評価を頂き、これを励みに民族学校の使命を再認識し、更 

    なる民族教育の発展に努めたいと勇気をいただいています。 

 生活指導：あいさつをきちんとする生活態度や、きまりを守る姿勢などが身についていると感じ、評価をいただいていること 

        がわかります。今後も家庭と協力しながら、いつでも、どこでも建国生として礼儀正しい行動ができるように指 

        導していきたいです。 

 保護者との連携：学校と保護者との連絡を密にし、更なる教育情報の提供や、いじめ等の人権侵害があったときの誠意ある 

                        対応に努めたいと思います。 

 

最後に自由記述でいただいたご意見、ありがとうございました。より良い学校作りのために参考にさせていただきます。 

また、迅速な対応のためにも、PTA意見箱などの設置も検討していきたいと考えています。これからも授業研究を重ね、 



이 학교에서는 다른 학교에　 없는 독자적인 교육 활동에 임하고 있다

この学校では他の学校にない独自の教育活動に取り組んでいる

학교의 지도의 방침을 잘 이해하고 있다

学校の指導の方針をよく理解している

운동회·학예회등의 학교 행사에 아이는 적극적으로 참가하고 있다

運動会・学芸会などの学校行事に子どもは積極的に参加している

학교는,  보호자가 수업을 참관 할 기회를 잘 마련하고 있다

学校は、保護者が授業を参観する機会をよく設けている　

학교는 보호자나 지역의 사람들과 이야기를 할 기회를 많이 가지고 있다



学校は保護者や地域の人たちと話をする機会を多く持っている

학교에서는 PTA 활동은 활발하다

学校ではPTA活動は活発である
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自己評価（建国中学校） 2010 年度 

 
2011 年 3 月 10 日 

建国中学校 
校長 崔 鐵 培 

生徒用アンケート 
 
 総 論  

 全体的に見て昨年と比べると、今年はすべての項目においてポイントが上がっており、 
重点目標がある程度達成できていると考えられる。しかし、50%を切る項目もあり、 
更なる取り組みが必要で、分析と多面的なアプローチを構築していきたい。 

 
 各 論  

今年度の重点目標の項目別に、評価を行う。 
 
１、「民族教育」 

に関する項目は１・２・３であるが、特に３の「学校に誇りを持っている」が 79％ 
と昨年の約 2 倍になっている。生徒が民族学校である本校に対する誇りをより高く 
持ったことを素直に喜びたい。校長先生の話、朝礼での教員の話、文化祭での「韓 
日強制併合 100 年」の取り組み等が、良い結果を導いたのではないかと推測できる。 

 
２、「学習」 

に関する項目は、４・５・６・１９であるが、「授業は集中して受けている」「学習 
に熱心に取り組んでいる」の両項目は 70%台という結果である。「授業は分かり 
やすい」「…質問しやすい」等が 50%台後半とはいえ、生徒の立場では一生懸命に 
しているのに分かりにくい、質問しにくい、又は教師に時間がなくて質問したくて 
も出来ないという構図に若干なっている。 
 学習は中学校生活の基本中の基本なので、分かりやすい、質問しやすい、の結果 
を来年は更に伸ばせるように教員の授業研究や、質問できる環境作りを作っていき 
たいと考える。 

 
３、「基本的な生活習慣」 

に関する項目は７・１５・１６であるが、この中で礼儀に関するものは 86％、89％ 
と高い評価を得ている。家庭教育の中での礼儀に対する意識が高く、又学校におい 
ても「君たちは外交官」と日ごろから話していること等が実を結んでいると考える。 
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４、「学校環境整備」 

に関する項目は 1７・18 であるが、71％・89％と高い評価を得ている。今年度、学 
校と PTA が一丸となって環境整備に取り組み、目に見える保護者の協力、教職員の 
整備活動を見て、生徒の意識も高くなり、中学校全体が整備されたと考えている。 
保護者・教職員の協力が具体的に現れ、生徒にも良い影響を与えた典型だと言える。 
来年度もこういった形を継続・発展させていきたい。 

 
５、「人権教育の推進」 

項目 14「悩みや相談を話しやすい」が、20 項目の中で唯一 50％を切り、36％と 
一番低い数字となっている。思春期の子供たちは親や教師の手元から抜け出し、子 
供から大人へ一人の独立した人間として活動し始める時期にあたり、勉強・友人関 
係、又自分の将来など考え悩むことが多くなり、不安定な状態になるのは多くの中 
学生が通る道である。 
そんな中で、他人の人権を無視するいじめなどが起こることもある。子供たちが不 
安になったり、何か相談したい、人の考えを聞いたみたい、ただ共感して欲しい、 
等の気持ちにもっとこたえなければいけない。教師が校務に追われ、なかなかそう 
いう雰囲気を作れなかったのも事実であり、大きな反省点でもある。来年度は、ス 
クールカウンセラーの積極的な入り込みなども含め、子どもたちに寄り添っていき 
たいと考えている。 

  
６、「その他の項目」について 

 項目 9,10 の学校行事に関して 66%、59％ 
生徒が企画運営できるものにはなるべく生徒会を通して、生徒の意見を取 
り入れ行ってきているが、更に生徒との話し合いを深めながら満足度を上 
げていきたい。行事の配置については、大行事・小行事と過密スケジュー 
ルが多く精選見直しが必要だと考えている。 

 
項目 11,12,13 の教師の指導について 71%、69%、63% 

校則に関して、今年度新しい校則を作り、生徒が学校という集団 
生活の中で楽しく充実した学校生活を送れるようにという目的で、取り組 
んだ。71％が肯定的にとらえ、昨年より 15 ポイント上がっているが、更 
に生徒との話し合いをしながら進めていきたい。 
 教員の人権尊重の意識であるが、配慮は十分に行っているが、時として 
そうでないこともありうるので、更に教員の人権研修などを充実させ意識 
を高めたい。 
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 教員の生徒把握について、63％という数字であるが、やはり子供たちと 
いかに多くの時間を共有できるかが大きな要因となるので、それ以外の方 
法も含め検討していきたい。 
 

項目８ 安心安全な学校 
学校の安全に関しては、玄関の電磁ロックなどハード面とソフト面の両方 
の対策が必要であるが、ハード面では今あるもの以上のことは出来ること 
から取り組んでいきたい。生徒が安心安全な学校生活を送れるよう、ソフ 
ト面でも、教員の意識を高めていきたい。 

 
項目 20 

記念講和の理解ついてはクゴと日本語の問題もあったり、小学校から高校 
まで同時に行うこともあり、昨年に比べ 23%上がったとはいえ、まだまだ 
低い数字であり、分析、検討が必要である。 
 

 
保護者用アンケート 
 
総論 

 全体的に見て昨年と比べると、今年は殆どの項目においてポイントが上がっており、 
重点目標がある程度達成できていると考えられる。肯定的評価は下記のようになってい

る。（よく当てはまる、やや当てはまるの合計％） 
 

90%台    1 項目 
80%台    8 項目 
70%台    7 項目 
60%台    0 項目 
50%台    3 項目 
40%台    1 項目 
 
合計     20 項目 

 
肯定的評価が多い 16 項目については、生徒アンケートに対する自己評価と重複する場

合もあるので例外を除き省略、50%台と 40%台のものについて自己評価を行う。 
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「学習」に関して 
中学校生活に関して、学習は基本中の基本でもあり、保護者・学校も一番重 
くとらえなければいけない項目である。 

項目５「生徒は授業を分かりやすいと言っている」47% 保護者 
「授業は工夫されていて分かりやすい」  59％ 生徒 

昨年より保護者 11 ポイント、生徒 22 ポイント上がったとは言え、決 
して高い数字でなく、学校としてもどの教科にかかわらず、学校の責 
任として自己研鑽、授業研究を通し、又生徒の集中力・意欲を高め多 
面的に取組み成果を挙げたいと考えている。 

項目６，２０ 家庭学習と学習への姿勢 52％ 53％ 
中学生の学習については、「自ら計画し自発的に学習に取り組む」のが 
目標ではあるが、「具体的にどうすればよいのか？どういうツールがあ 
り、どう計画を立て、何を勉強するのか？」といったことが定着す 
るようにきめ細かい指導をしていくことが学校の実践課題と考える。 
また、生徒のモチベーションを上げることも大事な要素となるのでこ 
ちらのほうも取り組んでいきたい。 

 
項目 15 は重複しているので省略 

 
「その他」 

項目６,８について 
帰宅時間と家庭学習の関係ついては、ある程度連動しているように思 
われる。クラブ活動と学習の両立は、学生時代にはつき物の課題であ 
るが、限られた時間の中で楽しいクラブと、しなければいけない学習 
があり、高い次元で両立している例も少なくない。該当の生徒の意識 
と、学校の認識を精査研究し、いい形で両立できるよう取り組んでい 
きたい。 
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理事会 貴下 
 

２０１０年度 学校関係者評価（中学校） 
2011 年 3 月 19 日 

白頭学院建国中学校 
学校関係者評価委員会 

委員長 金恵心 
 

学校関係者評価委員（4 名） 
 中学校 PTA 会長 金恵心、 副会長 高明子、 副会長 盧幸枝   

中学教頭 南信雄 
 

初めに 
当委員会は、「学校の重点目標」、「生徒アンケート」、「保護者アンケート」、「学校自己評価」の結果

を受け、「学校自己評価」が適切な評価であるかを中心にして、以下の「学校関係者評価」を行いま

した。 
 
 

○ 「学校自己評価」について 
 

<生徒用アンケート> 
 ・今年一年間で生徒・保護者ともに学校の評価が上がったことについては大変うれしく思います。 

これは先生方の努力と、システムとして、中学校に専属の教頭職を置いたことが大きいと思います。

学校において、子どもに最も大切な環境は人的環境であり、中学という思春期の子どもたちに対し

て、新しい体制で先生方が力を合わせて様々な事柄に向き合い取り組んで下さった姿に、大変感銘

を受けました。 
 
１．「民族教育」について 
  自己評価の内容はほぼ適切で、民族教育、先生方の取り組みが色々なところで織り込まれており 

“自分の学校に誇りを持てる”ということは本当に素晴らしいことだと思われる。けれども、それ 
 につながる学校の教育理念や目標については少し意識が薄く、それについては具体的に目に見え 
 る形で学校の理念や目標を明示するのも一つの方法といえる。 

 
２．「学習」について 
  自己評価の内容は適切であり、何が原因になっているかを踏まえながら改善していく事柄や取り 
  組みなどが適切に示されている。 
  特に授業においては、更に工夫した熱心な取り組みが要望される。それにより先生への信頼感が 
  生まれ生徒の学習意欲の向上へと繋がって行く事をこれからも期待したい。 
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３．「基本的な生活習慣」について 
  高い評価が生徒から得られている。これは何よりも先生方の丁寧な取り組みの結果だといえる。 
  “挨拶ができる” ということは、とても大切であることを言葉で伝えながら、教師自らも態度 
  で示し伝えてこられたことがよく理解できる。 

 
４．「学校環境設備」について 
  適切な評価がされており、これからも保護者の参加を積極的に呼びかけながら環境整備に取り組ん 

 でほしいと思う。保護者と教員が協力しあう姿が、子どもたちの目に映ることによってより豊かな

環境を生むと実感できるからである。 
 
５．「人権教育の推進」について 

     「悩みや相談を話やすい」が一番低い評価であったことは大変心配であり、この事については充分 
な対応が要求される。それに対して保護者用アンケートで「生徒は学校に行くのを楽しみにしてい 
る」が高い評価であり嬉しく思う反面、少し複雑な感覚を覚えた。 

  これは生徒が、自身の悩みを誰に話したいかが重要であるのではないかと思う。まず、生徒に自身

の       の悩みを誰に話しているかと、誰に相談したいかを学校で把握して貰う必要性があるように思われ 
る。その上で生徒が悩みを相談しやすい環境を作る為に必要となるカウンセラーの重要性や保健室

の       の在り方、又、生徒の日誌を生かした今後の方向性なども見えてくるのではないでしょうか。 
自己評価を通して“教師が校務に追われ話せる雰囲気を作れなかった”という現状と反省を踏まえ 
改善に向けてできることから具体的、計画的に取り組んでいくという評価がなされてある。 
特に中学という思春期の難しい時期に “聴く” “子どもの気持ちに寄り添う”ことは子どもの心 
の扉を開くとても大切な鍵になるので、教員同士連携しながら関わってほしいと思う。 
 

６．「その他の項目」について 
  行事については、生徒を主体に考えながら、しかも保護者への満足度も求められることから教員の 

方々は心身ともに大変なご苦労をされており、それについては保護者用アンケートで高い評価とな

って表れていることが何よりの結果であるといえる。これについても自己評価が適切にできており、 
今後の課題も含めて、“見直し”という形で改善の目標があげられている。 
校則については、学校生活において楽しく充実できる事を目的とした取り組み、一方的でなく生徒

の気持ちも受け止め、人権尊重の意識、配慮などもしながら、「何故、校則を守らなければならない

のか」ということを伝え、伝わることができた結果だといえる。そういった子どもの姿を通して、 
安心安全な学校として子どもを任せることができると感じる。 
 
 

<保護者用アンケート> 
「学習」に関して 
自己評価の中で「生徒のモチベーションを上げることも大事な要素となる」という部分から、全く 
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その通りだと思います。その為にはどうすれば良いかを考えた時、やはりクラブ活動との両立が大 
切であり、必要だと思います。建国の生徒がどれくらいクラブ活動をしているか、クラブ活動を生 
徒が充実して行えているかなど学校で把握して欲しいと思います。特に男女ともスポーツが好きな 
生徒にとっては厳しい環境ではないでしょうか。建国は幼少中高一貫校なので、スポーツが好きな 
子どもたちが中学高校とクラブ活動を通して充実した学校生活を送れるよう環境を整備して貰える 
事を切に願っています。是非とも、今後のアンケート項目にクラブに関する項目を追加して頂きた

いと思います。 
 
最後に 

「学校の重点目標」、「生徒アンケート」、「保護者アンケート」、「学校自己評価」そして最終段階の 
「学校関係者評価」が完成しました。 
 これらの評価を受け、理事会として 2011 年度の学校経営、教育活動の計画作成において、この結

果をどう検討され、反映されたのかを保護者・学校関係者評価委員会に知らせて頂きたいを思い

ます。 
 

 







2010 년도 고등학교 중점 목표 
 

◎ 민족교육에 관하여 

○ 일상생활 속에서 인사나 언어생활 지도, 국경일 훈화등의 행사교육, 국사, 

재일한국인형성사의 수업등을 통하여 민족의식과 긍지의 향상에 힘쓴다. 

○ 국어수업을 더욱 강화하고, 학교생활 속에서 우리말 사용 기회를 

늘림으로써 국어능력 향상에 힘쓴다. 

 

◎ 학습면에 관하여 

○ 각 수업시간을 충실화하고 계획성있게 지도하도록 노력한다. 

○ 학생의 적성이나 능력, 진로희망에 맞는 개별지도 보충수업을 강화하여 

학습능력 향상에 노력한다. 

○ 진로지도에 관한 자료를 충실히 하고 연수등에 참가함으로써 양질의 

정보를 학생 보호자에게 제공하도록 노력한다. 

 

◎ 인권의식에 관하여  

○ 연수등을 통하여 학생 및 교직원의 인권의식의 확립을 위해 노력함과 

동시에 학생의 실태를 파악하여 교직원이 정보를 공유하고 인권 침해 

방지에 노력한다. 

 

◎ 학교생활에 관하여  

○ 학교생활의 규칙이나 공동생활을 하는데 필요한 매너를 지키는 지도를 

철저히 한다. 

○ 교내 미화에 대한 의식을 높이고 교육환경 정비에 힘쓴다. 

○ 공공물을 소중히 다루는 마음을 키운다. 

 

◎ 중고 연계 교육에 관하여 

○ 중교 6 년간의 교육 과정과 연간 행사등의 연구를 지속적으로 진행한다. 

○ 중고 연계 교육의 추진과 더불어 그 성과를 검증하여 충실화할 수 있는 

방향을 모색하기 위해 노력한다. 



２０１０年度 学校評価・改善方策 
 

今回の学校評価の結果を踏まえて、これまでの授業のあり方・生徒指導のあり方な

どを検証する契機とし、今後の指導に生かして取り組んでまいります。 
 また、前回の結果を教職員一同真摯に受けとめ、生徒の現状を把握し、思いを理

解し、より良い方向に指導していくように心がけます。 
さらに、生徒一人ひとりの学力・進路を保証するための努力、生徒がより安全で有

意義な学校生活を確保するための努力を全教職員が行うように取り組んで行きま

す。 
 

[設立意義・教育目標に関して] 
生徒たちのみならず、教職員も含めて日頃の指導を通じて、深く理解を促すよう指

導を心がける。 

 
[学習指導、進路指導に関して] 
生徒も教員も肯定的な意見が多くなかった点を踏まえて、教員は生徒たちに

分かりやすい授業、満足できる授業が展開できるように研鑽を積まなければ

ならない。進路指導面でも生徒が肯定的に捉えている事は喜ばしい結果であ

るが、さらに生徒にも浸透するような指導を心がける。また、カリキュラム

の改善等の研究を行い生徒 の希望に応える努力を続ける。 

 
[行事教育に関して] 
教育活動の１つの柱である行事教育について良い結果が得られたが、内容をさらに

精査して充実を図るための研究を心がける。 

 
[生徒指導に関して] 
教育環境の改善を目指して、先ずは教職員の意識の統一を進めなければならない。

さらに、人権に関する教員の意識の持ち方・指導のあり方についてより研鑽を重ね

て、今後の重点課題の１つとして取り組む。 

 

 [学校生活に関して] 
特に、環境美化が教育活動の成果向上をはかる上で重要な要素であることを教職員

が再認識し、生徒の指導にあたる。 

 
[民族教育に関して] 
本校の存在意義にかかわる内容であるこの課題を、重点課題の１つとして取り組ま

なければならない。そのために先ず、教職員の韓国語の常用化や歴史認識の強化な

ど本校教職員としての資質向上に努める。 

 
・総括 

・全体的に見て、建国高等学校に通わせている多くの保護者は、設問の内容に対し

て肯定的な評価をしていると思える。その中でも、本校の教育理念や目標等に関し

て、生徒たちが、ある程度理解しているとアンケートから判断できる。これは、日々

の教職員の指導の結果だと評価できるが、少し気になるのが、学校に対する誇りに



ついて、高く評価をしている生徒が、約２割程度しかいないということである。 
 

・在日同胞子女達の多くが、日本の学校に通っているという厳しい現状の中で、民

族教育のために在日同胞子女に必要とされる教育を与えることが出来る教育機関

がまさに、この建国学校であるにも拘わらず、学校に対する誇りが、この程度の割

合でしかないということは、率直に言って危機感を持たざるを得ない。 
 

・生徒に対する進学のための授業も重要な要素であることは確かだが、何よりもま

ず、韓国人としての誇りがあってこそ、民族教育が生かされ、韓国人として堂々と

胸を張って生きていけるということを忘れてはならない。そのような観点からも、

再度、原点に戻って学校に誇りを持てる生徒が、今以上に増えるような教育を教職

員が一丸となってより積極的に行ってくれることを期待する。 
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学校法人白頭学院 
理事会・評議会  貴下 
 

２０１０年度 学校関係者評価（建国高等学校） 
 

2011 年 3 月２３日 
学校法人 白頭学院 
建国高等学校 
学校関係者評価委員会 

 
○学校関係者評価実施について 

・日時：2011 年 3 月 19 日 
・場所：白頭学院 会議室 
・学校関係者評価委員会人員構成(参加者)：４名[PTA 役員(３)・教頭(1)] 

 
○学校関係者評価内容 

：生徒・保護者のアンケート並びに、教員による自己評価を踏まえ作成された学

校の自己評価に対して、その妥当性を評価し、また、改善法案などの意見交換を

実施。 
 
・ 学校の自己評価の各項目に関して 

生徒たちの学校生活に対する意識のあり方が良くわかる結果になりました。今回の

結果から、生徒たちは肯定的な部分と否定的な部分とを明確に分けて認識している

と思われます。各項目に対して生徒が肯定的に捉えている面が全体の８０パーセン

ト弱であることから、教職員の意識が独りよがりになっていた可能性は否定できな

いことになります。今回のこの結果を踏まえて、授業のあり方・生徒指導のあり方

をより研鑽する契機とし、今後の指導の課題として取り組んでまいります。 
 また、前回の調査と比較し、前回より生徒たちの中で学校生活に対する否定的な

考えが増えていることを受けて、教職員一同この事実を真摯に受けとめ、生徒の現

状を把握し、思いを理解し、より良い方向に指導していく努力がより一層必要であ

ると痛感しました。今後は、生徒一人ひとりの学力・進路を保証するための努力、

生徒がより安全で有意義な学校生活を確保するための努力をしていきたいと考え

ています。そのためには、家庭・学校が生徒の実情に関して情報を共有し連携して

教育に取り組むことが重要であると考えます。 
 

[設立意義・教育目標に関する項目(1～3)] 
生徒たちは比較的肯定的に考えているが、教員はそうでないという結果が出ている。

今年度赴任した教員が多いことも背景にあるだろうが日頃の指導を通じて、深く理

解を促すよう指導する必要性を痛感する。 

 
[学習指導、進路指導に関する項目(4～９)] 
この項目に関して、生徒も教員も肯定的な意見が多くないのは残念な結果で

ある。教員は生徒たちに分かりやすい授業ができるように研鑽を積まなけれ

ばならない。進路指導面でも生徒が肯定的に捉えている事は喜ばしい結果で



ある。この間取り組んできた成果の現れであり、生徒にも浸透している。今

後ともきめ細やかな指導ができるように努力を続ける必要がある。ただし、

8 の結果のように本校の規模から充分な環境を整えることが難しい点もある

が、カリキュラムの改善等の研究を行い生徒 の希望に応える努力が必要で

ある。 

 
[行事教育に関する項目(10～11)] 
教育活動の１つの柱である行事教育について良い結果が得られた。内容をさらに精

査して充実を図るための研究を継続する。 

 
[生徒指導に関する項目(12～15)] 
特に 14,15 の項目について肯定的な回答の割合が低いことは問題である。教職員の

意識の統一を進め、教育環境の改善を目指さなければならない。さらに、人権に関

する教員の意識の持ち方・指導のあり方についてより研鑽を重ねる必要もある。今

後の重点課題の１つとして取り組んで行く。 

 

 [学校生活について(16～19)] 
特に 18．19 の結果について教員の評価が低いのが問題である。環境美化が教育活

動の成果向上をはかる上で重要な要素であることを教職員が再認識し、生徒の指導

にあたる必要がある。 

 
[民族教育について(20～23)] 
本校の存在意義にかかわる内容であるにもかかわらず、肯定的回答の比率が低い。

今後の指導の重点課題の１つとして取り組まなければならない。特に２２，２３の

結果を真摯に受け止め、教職員の資質の向上に努めなければならない。 

 
・総括 

・全体的に見て、建国高等学校に通わせている多くの保護者は、設問の内容に対し

て肯定的な評価をしていると思える。その中でも、本校の教育理念や目標等に関し

て、生徒たちが、ある程度理解しているとアンケートから判断できる。これは、日々

の教職員の指導の結果だと評価できるが、少し気になるのが、学校に対する誇りに

ついて、高く評価をしている生徒が、約２割程度しかいないということである。 
 

・在日同胞子女達の多くが、日本の学校に通っているという厳しい現状の中で、民

族教育のために在日同胞子女に必要とされる教育を与えることが出来る教育機関

がまさに、この建国学校であるにも拘わらず、学校に対する誇りが、この程度の割

合でしかないということは、率直に言って危機感を持たざるを得ない。 
 

・生徒に対する進学のための授業も重要な要素であることは確かだが、何よりもま

ず、韓国人としての誇りがあってこそ、民族教育が生かされ、韓国人として堂々と

胸を張って生きていけるということを忘れてはならない。そのような観点からも、

再度、原点に戻って学校に誇りを持てる生徒が、今以上に増えるような教育を教職

員が一丸となってより積極的に行ってくれることを期待する。 
 



                                                     2010年度　建国高等学校学校評価アンケート(生徒および教員)
A:よくあてはまる　　B:ややあてはまる　　C:あまりあてはまらない　　D:まったくあてはまらない　　教師自己評価は4段階で表記

番号 設問 A B C D A B C D A+B C+D

本校創立の精神と歴史を理解している。
본교 창립 정신과 역사를 이해하고 있다.
本校の教育理念・目標を理解している。

본교의 교육이념과 목표를 이해하고 있다.
学校に誇りを持っている。
학교에 대한 긍지를 가지고 있다.
毎時間の授業に集中できている。
수업 시간마다 집중하여 최선을 다하고 있다.
授業は工夫されていてわかりやすい。
수업은 잘 연구하여 가르치고 있으며 이해가 잘 간다.
授業のわからないところなどについて質問しやすい環境である。
수업 중 모르는 부분이 있을 때 질문하기 쉬운 환경이다.

進路に関する情報は、十分に手に入れることができる。
진로에 관한 정보는 충분히 얻을 수 있다.
進路希望に応じた授業を選択することができる。
진로 희망에 맞는 수업을 선택할 수 있다.
進路に関する相談をしやすい環境である。
진로에 관한 상담을 하기 쉬운 환경이다.
学校行事は充実していて楽しい。
학교행사는 알차고 즐겁다.
学校行事は、中高の6年間を通して適切に配置されている。
학교행사는 중・고 6년 간을 통틀어 적절하게 안배되어 있다.

教師の指導は校則に従って適切に行われている。
교사의 지도는 학교규칙에 따라 적절하게 수행되고 있다.

教師は生徒の人権を尊重した態度で生徒に接している。
교사는 학생의 인권을 존중하는 마음으로 학생을 대한다.
教師は生徒一人ひとりの性格や長所･短所をよく把握している。
교사는 학생 한 사람 한 사람의 성격이나 장・단점을 잘 파악하고 있다.

悩みや相談を話しやすい環境である。
고민을 말하거나 상담을 하기 쉬운 환경이다.
学校生活の中できちんとあいさつをしている。
학교생활 안에서 인사를 제대로 하고 있다.
目上の人にていねいな言葉遣いをしている。
윗사람에게 공손한 말씨로 말하고 있다.
校内の美化・清掃に積極的に取り組んでいる。
교내 환경미화와 청소에 적극적으로 참여하고 있다.
校内の施設・備品を大事に使っている。
교내의 시설과 비품을 소중히 사용하고 있다.
民族教科(国語・国史等）に熱心に取り組んでいる。
민족교과(국어・국사 등)를 열심히 하고 있다.
国語の実力が伸びていることを実感できる。
국어 실력이 향상하는 것을 실감할 수 있다.
記念講話などで話される内容をよく理解できている。
기념훈화 때 그 내용을 잘 이해할 수 있다.
教職員の国語能力は十分である。
교직원의 국어 능력은 충분하다.

40% 60% 1.3

71% 29% 2.7

45% 55% 2.0

63% 37% 1.3

76% 24% 2.7

4.0

2.380% 20%

52% 48% 1.3

3.364%

66% 34% 3.3

36%

53% 47%

71% 29%

46% 54%

52% 48%

3.7

3.0

3.7

74% 26% 3.7

74% 26% 3.7

62%

2.3

64% 36%

3.7

4.0

48% 52%

43%

60% 40%

64% 36%

57% 43%

73% 27%

38%

29%

58% 42%

7%

14 24 41 16 15% 25%

17 43 23 12

17%

37%

18% 45%

21%

13%

7%22 45 21 7 23% 47% 22%

39% 9%13 36 37 9

18% 44% 26% 12%17 42 25 11

19% 45% 27% 8%18 43 26 8

28% 47% 21% 4%26 44 20 4

32% 41% 21% 6%30 39 20 6

9% 39% 38% 14%9 37 36 13

21% 16%18 43 20 15

16 41 31 7

19% 45%

33 8

17% 43% 33% 7%

15% 43% 34% 8%14 41 32 8

23% 41% 28% 7%22 39 27 7

21% 32% 37% 11%20 30 35 10

33% 41% 14% 13%31 39 13 12

20% 46% 21% 13%19 44 20 12

43% 14%

29% 41% 13%16 27 38 12

38%

10 40 35 12

6%35 41 13 6 37%

46% 19% 5%

31%

41% 36% 12%

24%

40% 15%

18 5

14 29

32 35

5

14 15%

10%

17%

14%

20 7 34%

14

3

13

15

17

4

6

8

10

7

9

生徒集計結果 教員

1

2 14% 43% 35% 8%13 41

1.7

18

19

23

12

16

20

22

28 44

 生徒たちの学校生活に対する意識のあり方が良くわかる結果になりました。今回の結果から、生徒たちは肯定的な部分と否定的な部分とを明確
ると思われます。各項目に対して生徒は肯定的に捉えている面が全体の８０パーセント弱の結果から、教職員の意識が独りよがりになっていた可
定できないことになります。今回のこの結果を踏まえて、授業のあり方・生徒指導のあり方をより研鑽する契機とし、今後の指導の課題として取り
いります。
 また、前回の調査と比較し,前回より生徒たちが学校生活の中で否定的な考えが増えていることは、教職員一同のこの事実を真摯に受けとめ、生
を把握し、思いをを理解し、より良い方向に指導していく努力がより一層必要であると痛感しました。今後は、生徒一人ひとりの学力・進路を保証
努力、生徒がより安全で有意義な学校生活を確保するための努力をしていきたいと考えています。そのためには、家庭・学校が生徒の実情に関
共有し連携して教育に取り組むことが重要であると考えます。保護者の方々のご協力をお願いいたします。
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